







































































 オーストラリア（Prof. Greg TegartAPEC技術予測センター上級顧問）

































 韓国（Dr. Kichul Lim科学技術政策研究院研究調整部長）
15分野を対象とし1155課題にわたり実施された第2回デルファイ調査の結果が報告された。今回の
調査では、予測期間が20年から25年に拡大され、分析によりキーテクノロジーを抽出している。





































（Dr. Malee Suwana - adth国立遺伝子工学・生命工学センター長）
タイにおけるNGOや政府による活動が報告された。予測に社会環境的側面を加えていくことが望
ましく、生活者ニーズへの対応、地域専門家の取込み等が今後の課題であることが示された。


































































































































































































































Bothell校のWarren W. Buck 学長をはじめ、ファカルティー・スタッフ20名が参加した。技術予測、
技術経営、地域科学技術などの分野を中心に多くの質問があり、当所の活動内容に対して高い関
心のあることが感じられた。この後、Warren W. Buck 学長と個別に懇談し、当所との間の研究協
力は順調に進んでいるとの見解が示され、今後も研究者の交換をなどを通じて協力関係を進展さ
せていきたいとの意向が示された。






























・3/1 Dr. Syedjalaludin：プトラ大学副学長 マレーシア
・3/6 Dr. Sippanondha Ketudat：タイ前教育大臣 タイ
・3/16 Dr. Joe COATES：Coates & Jarrat Inc.社長 米国




(a research organization committed exclusively to the study of the future.)
Dr.Joe. Coates：President of Coates & Jarratt, Inc米国
編集後記
上記人事往来で紹介した平澤、小林両氏の移動に加え、多く記事を執筆して下
さった第２研究グループの藤垣裕子主任研究員が総合文化研究科広域システム科
学系助教授として東京大学大学院にに移られました。学から官へそして、また学
へと活躍の場を広げてられております。小林第２研究グループ新総括主任研究員
の抱負につきましては追って政策研ニュースでご紹介したいと思っております。
お楽しみに。
地下鉄に乗っていると、新しく社会人へ仲間入りした若者達が目に付く季節にな
りました。これからはそれぞれの人生の中でも予測（foresight）と戦略
（strategy）が重要な時代なのかもしれません。
桜の花が開くのを待って、ようやく政策研のホームページも再開いたしました。
一連のホームページ改ざん事件に伴い、セキュリティー強化のために長い間停止
させ、皆様には大変ご不便をお掛けいたしました。これからは"政策研ニュー
ス"のバックナンバーもご覧いただけます。
読者の皆様のご意見ご感想を伺うために、アンケートを同封しました。"政策研
ニュース"が読者にとってより有効な情報源となりますように、ご協力をお願い
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いたします。
科学技術庁科学技術政策研究所広報委員会（政策研ニュース担当：情報分析課）
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